
名古屋市北区柳原三丁目7番8号�
TEL〈052〉916－2251�
FAX〈052〉916－2308

U R L http://www.jaichi.jp
Eメール info@jaichi.jp

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

（１） ２００４年３月１０日 第８７３号 （１０・２５日毎月２回発行 昭和５３年６月２５日 第三種郵便物認可）

３３．．２２００国国際際共共同同行行動動２００４．３．１０
No.873 イラク派兵反対

憲 法 守 れ３２０ACT
発行責任者 梅野敏基 定価 １０円

３月２０日 PM１：００ 久屋市民広場組合員の購読料は組合費のなかに含まれています

（栄・松坂屋東）

イ
ラ
ク
へ
の
自
衛
隊
派
兵
は
憲
法
に
違
反
す
る
と
し

て
、
愛
知
県
内
の
非
政
府
組
織（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）役
員
や
弁
護
士

ら
の
呼
び
か
け
に
応
じ
た
全
国
の
市
民
１
２
６
２
人
が
２

月
２３
日
、
国
を
相
手
に
派
兵
差
止
め
な
ど
を
求
め
る
訴
え

を
名
古
屋
地
裁
に
起
こ
し
ま
し
た
。

自衛隊のイラク派兵 イ
ラ
ク
派
兵
は

反対で 意見広告

憲
法
違
反
�

約１０００人の市民が平和求めて

訴
状
は
、
今
な
お

戦
火
の
絶
え
な
い
戦

地
へ
自
衛
隊
を
派
兵

す
る
こ
と
は
、
非
戦

の
誓
い
を
う
た
っ
た

憲
法
９
条
に
反
す
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
こ
と
、
自
衛
隊
が

イ
ラ
ク
の
市
民
を
殺

し
、
あ
る
い
は
殺
さ

れ
る
事
態
が
生
じ
か

ね
な
い
こ
と
を
指
摘

し
て
い
ま
す
。

そ
の
上
で
、
派
兵

に
よ
り
平
和
的
生
存
権
が
侵

害
さ
れ
た
と
し
て
、
自
衛
隊

の
イ
ラ
ク
と
そ
の
周
辺
へ
の

派
兵
差
止
め
、
イ
ラ
ク
へ
の

自
衛
隊
派
兵
が
違
憲
で
あ
る

こ
と
を
正
面
か
ら
判
断
す
る

こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

イ
ラ
ク
派
兵
差
止
め
訴
訟

の
会
の
池
住
義
憲
代
表
は
会

見
で「
次
の
世
代
の
た
め
に

お
か
し
い
こ
と
は
お
か
し
い

と
行
動
を
。黙
っ
た
ま
ま
で

は
派
兵
に
賛
成
し
た
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
う
。戦
争
を
し

な
い
国
、憲
法
９
条
を
守
っ

て
い
き
た
い
」と
語
り
ま
し

た
。原

告
は
北
海
道
か
ら
沖
縄

ま
で
及
び
、
愛
知
県
内
で
６

３
１
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
第
二
次
の
原
告
を
募

る
こ
と
に
し
て
３
月
末
ま
で

呼
び
か
け
て
い
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

【「
自
衛
隊
イ
ラ
ク
派
兵
差

止
め
訴
訟
の
会
」事
務
局

http

�//w
w
w
.haheisas

hidom
e.jp/

】

豊
橋
市
職
労
で
は
、
市

内
の
各
団
体
と
「
戦
争
と

平
和
を
考
え
る
市
民
の

会
」
で
意
見
広
告
に
と
り

く
み
、
朝
日
新
聞
と
東
愛
知

新
聞
２
月
４
日
付
に
掲
載
。

ま
た
、
森
住
卓
さ
ん
の
講
演

会
と
写
真
展
を
開
催
。

名古屋地裁に提訴後記者会見する訴訟団

黙黙
っっ
てて
いい
らら
れれ
なな
いい

全
国
初
の
集
団
提
訴

意見広告が掲載された２００４年２月４日付「東愛
知新聞」

２０００名が参加した３．５中央行動 年金受給者も大増税に怒っています

退
職
者
会
も

年
金
学
習
会

自
治
体
退
職
者
会
は
、
年

金
学
習
・
決
起
集
会
を
２
月

１９
日
に
開
催
。
講
師
の
福
田

県
本
部
副
委
員
長
は
、
年
金

は
く
ら
し
と
社
会
を
支
え
る

憲
法
第
２５
条
に
定
め
ら
れ
る

制
度
で
あ
り
、
公
的
年
金
は

国
の
責
任
で
運
営
さ
れ
、
そ

の
財
源
は
、
労
働
者
・
雇
用

主
・
自
営
業
者
の
保
険
料
な

ど
に
加
え
て
国
の
税
金
が
投

入
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解

し
て
学
習
を
呼
び
か
け
。
参

加
者
か
ら
「
今
回
の
年
金
改

悪
は
、
２
０
１
７
年
ま
で
掛

金
は
増
や
す
が
、
給
付
は
減

ら
す
も
の
で
、
年
金
を
受
給

し
て
い
る
者
は
、
税
金
改
悪

が
問
題
だ
」
と
発
言
。「
現

在
、
６５
歳
以
上
の
夫
婦
で
は

夫
の
年
金
収
入
が
２
８
５
万

円
（
妻
８
７
０
万
円
）
ま
で

非
課
税
。
改
悪
さ
れ
る
と
、

２
０
５
万
円
以
上
の
世
帯
が

課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
翌
年
か
ら
は
住
民
税
が

追
い
討
ち
を
か
け
ま
す
。
さ

ら
に
は
、
国
民
健
康
保
険
と

介
護
保
険
の
保
険
料
も
連
動

し
て
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
」

と
福
田
副
委
員
長
は
指
摘
し

ま
し
た
。

春闘まっただ中年
金
改
悪
、「
三
位
一
体
改
革
」

反
対
求
め
て
終
日
行
動

組合員総学習に１１８人
幸田町職労 年金パパネネルルもも活活用用

春
闘
方
針
と
年
金
問
題
、

指
定
管
理
者
制
度
を
中
心
テ

ー
マ
と
し
た
組
合
員
総
学
習

を
２
月
１７
日
か
ら
１９
日
の
３

日
間
に
わ
た
り
開
催
。
１
１

８
名
と
多
く
の
参
加
者
が
あ

り
ま
し
た
。
年
金
問
題
に
つ

い
て
は
、
大
型
パ
ネ
ル
を
使

い
大
澤
書
記
次
長
が
時
間
を

か
け
て
説
明
し
ま
し
た
。

今
回
の
年
金
改
悪
は
、
保

険
料
負
担
が
増
え
る
だ
け
で

な
く
、
事
業
主
の
負
担
も
増

え
、
更
な
る
リ
ス
ト
ラ
の
拡

大
、
賃
金
引
下
げ
を
招
く
こ

と
か
ら
、
雇
用
と
賃
金
問
題

と
し
て
受
け
止
め
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
高
齢
者
・
年
金

受
給
者
も
巻
き
込
ん
だ
国
民

的
な
運
動
に
し
よ
う
と
確
認

し
ま
し
た
。

年金パネルも活用してわかりやすい学習会に知立市職労の高木さん（右）岡本さん（左）

０４
春
闘
最
大
の
山
場
で
あ

る
３
月
５
日
、霞
ヶ
関
・
国
会

周
辺
で
全
労
連
・
公
務
労
組

連
絡
会
の
中
央
行
動
が
開

催
。
厚
生
労
働
省
・
人
事
院

前
行
動
を
青
年
・
女
性
が
行

い
、
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
の

決
起
集
会
に
全
国
か
ら
２
０

０
０
名
が
参
加
。
愛
知
か
ら

は
４５
名
の
代
表
団
。高
木
さ

ん（
知
立
市
職
労
）は「
八
田

ひ
ろ
子
参
議
員
に
渡
し
た

い
」
と
自
作
の
政
治
風
刺
マ

ン
ガ
を
持
参
し
て
参
加
。

豊豊
橋橋
市市
職職
労労



単
組
定
期
大
会
＆
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（２）自治体 あいちの仲間２００４年３月１０日 第８７３号 （１０・２５日毎月２回発行 昭和５３年６月２５日 第三種郵便物認可）

労労働働組組合合のの出出番番��
すすべべててのの労労働働者者のの組組織織化化でで元元気気なな組組合合活活動動をを

「
労
働
組
合
の
出
番
、
す
べ
て
の
労
働
者
の
組
織

化
で
元
気
な
職
場
、
元
気
な
組
合
活
動
を
」
と
、
県

本
部
組
織
集
会
が
２
月
２８
・
２９
日
の
２
日
間
、
蒲
郡

市
内
ホ
テ
ル
竹
島
で
お
こ
な
わ
れ
、
県
内
２１
組
合
・

７２
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

基
調
報
告
で
梅
野
組
織
部

長
は
、「
厳
し
い
賃
金
攻
撃
、

労
働
条
件
の
悪
化
が
す
す
ん

で
い
る
が
、
こ
う
い
う
時
こ

そ
正
規
労
働
者
と
臨
時
・
パ

ー
ト
労
働
者
が
手
を
つ
な

ぎ
、
奮
闘
す
る
こ
と
が
大

切
」。
と
報
告
し
ま
し
た
。

記
念
講
演
は
自
治
労
連
の

阿
部
組
織
局
長
。「
市
町
村

合
併
や
指
定
管
理
者
制
度
導

入
な
ど
で
、
全
国
で
労
働
組

合
が
作
ら
れ
要
求
が
前
進
し

て
い
る
」
こ
と
を
紹
介
。
香

川
県
の
「
さ
ぬ
き
市
職
組
」

で
は
、
市
町
村
合
併
で
新
市

が
で
き
て
臨
時
職
員
の
雇
い

止
め
問
題
が
発
生
。
少
数
組

合
だ
っ
た
自
治
労
連
の
「
さ

ぬ
き
市
民
病
院
労
組
」
が
、

雇
い
止
め
を
撤
回
さ
せ
、
臨

時
職
員
だ
け
で
な
く
正
規
職

員
も
加
入
し
て
き
た
こ
と
を

紹
介
し
ま
し
た
。
２
日
目
は

４
つ
の
分
科
会
で
討
論
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

職
場
活
動
の
活
性
化

に
む
け
て

職
場
活
動
に
お
け
る
悩
み

や
問
題
点
、
課
題
で
は
、
情

勢
の
変
化
・
テ
ン
ポ
が
異
常

に
早
く
、
役
員
が
対
応
で
き

て
い
な
い
。
具
体
的
に
は
�

組
合
員
の
要
求
が
集
約
し
に

く
く
な
っ
て
い
る
�
４
役
会

議
・
執
行
委
員
会
は
、
概
ね

１
時
間
程
度
で
、
多
く
の
課

題
を
ど
う
こ
な
す
か
苦
慮
し

て
い
る
�
工
夫
を
し
て
、
執

行
委
員
会
の
レ
ジ
ュ
メ
を
事

前
配
布
し
て
い
る
。
来
年
の

組
織
集
会
に
�
職
場
・
分
会

役
員
の
育
成
・
強
化
�
仕
事

を
通
し
て
住
民
と
の
共
同
�

機
関
会
議
の
充
実
な
ど
、
具

体
化
し
、
改
善
・
変
化
を
作

り
出
し
て
参
加
を
す
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

臨
時
・
パ
ー
ト
の
組

合
加
入
・
組
合
活
動

臨
時
職
員
や
パ
ー
ト
職
員

だ
け
で
な
く
、「
臨
時
職
員

の
声
を
聞
い
て
組
合
加
入
に

生
か
し
た
い
」
と
い
う
組
合

役
員
も
参
加
し
旺
盛
な
討
論

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

反
復
し
て
雇
用
さ
れ
て
い

る
臨
時
職
員
は
、
地
方
公
務

員
法
だ
け
で
な
く
、
労
働
基

準
法
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
な

ど
、「
法
律
を
よ
く
学
ぶ
こ

と
」
が
と
て
も
重
要
だ
と
い

う
こ
と
に
一
同
納
得
。
来
年

は
、
一
人
で
も
多
く
こ
の
分

科
会
に
参
加
し
て
経
験
を
報

告
が
で
き
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
こ
う
と
呼
び
か
け
ら

れ
ま
し
た
。

青
年
部
の
活
性
化
と

後
継
役
員
の
育
成

今
年
１
月
の
沖
縄
平
和
ツ

ア
ー
の
取
組
み
経
過
が
報
告

さ
れ
、
組
合
に
関
わ
る
き
っ

か
け
を
青
年
部
役
員
が
語
り

ま
し
た
。「
組
合
に
ま
っ
た

く
興
味
が
な
く
、
執
行
委
員

会
に
出
る
の
も
嫌
で
仕
方
な

か
っ
た
。
青
年
部
役
員
と
の

出
会
い
で
楽
し
く
な
っ
た
」

話
か
ら
始
ま
り
、
ど
う
し
た

ら
青
年
が
組
合
に
関
わ
る
よ

う
に
な
る
か
の
議
論
に
。
青

年
と
の
つ
き
あ
い
を
大
切
に

す
る
こ
と
や
、
主
体
性
を
大

事
に
す
る
こ
と
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
工
夫
と
し
て
、
�
会

議
に
必
ず
学
習
を
入
れ
る
�

交
流
を
欠
か
さ
な
い
�
青
年

部
ニ
ュ
ー
ス
発
行
な
ど
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

阿部組織局長

毎
年
、
組
合
員
に
配
布
し

て
共
済
の
給
付
事
由
の
発
生

に
伴
う
手
続
き
を
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
て
い
ま
す
。

（
組
織
共
済
の
説
明
資
料
よ

り
）

名名
古古
屋屋
学学
事事
労労

自自
治治
労労
連連
共共
済済
のの
手手
引引
きき
をを
発発
行行

いろんな工夫が報告された職場活動の分科会

◆
寒
さ
も
和
ら
い
で
き
ま
し

た
。
今
年
の
人
事
異
動
の
内

示
が
例
年
よ
り
も
早
い
と
聞

い
て
い
ま
す
。
自
分
も
含
め

て
期
待
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。（
堀
田
博
嗣
・
瀬
戸

市
職
労
）
◆
家
の
近
く
に
川

が
あ
り
ま
す
。
２
月
の
終
わ

り
に
も
う
ツ
ク
シ
が
顔
を
の

ぞ
か
せ
て
い
ま
し
た
。
土
手

の
日
当
た
り
が
と
て
も
い
い

の
か
な
？
（
大
場
加
代
子
・

蒲
郡
市
職
）
◆
最
近
は
、
職

場
で
風
邪
や
腰
痛
、
血
圧
異

常
等
で
体
調
を
く
ず
し
て
い

る
職
員
が
多
い
で
す
。
日
頃

の
体
調
管
理
は
本
当
に
大
切

で
す
ね
。
無
理
し
て
過
労
し

す
ぎ
な
い
よ
う
、
み
ん
な
も

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
健
康
が

一
番
�
（
東
み
ゆ
き
・
名
古

屋
市
職
労
）
◆
５０
歳
を
過
ぎ

た
と
い
う
の
に
職
場
で
は
新

人
教
育
、
リ
ー
ダ
ー
研
修
と

勉
強
の
毎
日
。
家
で
は
我
が

子
の
大
学
受
験
、
い
く
つ
に

な
っ
て
も
勉
強
の
毎
日
で

す
。
楽
し
い
勉
強
方
法
が

あ
っ
た
ら
教
え
て
く
だ
さ

い
。（
岡
田
け
い
子
・
豊
橋

市
職
労
）
◆
１
月
に
留
学
中

の
娘
に
会
い
に
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
パ
ー
ス
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
時
間
が
ゆ
っ
く
り

と
流
れ
て
い
る
街
で
日
本
人

の
忙
し
さ
は
何
の
た
め
な
の

か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。（
中
橋
香
那
子
・
春
日

井
市
職
労
）
◆
狂
牛
病
、
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
食

肉
輸
入
ピ
ン
チ
、
そ
の
根
に

あ
る
食
料
自
給
率
の
低
下
に

つ
い
て
記
事
に
し
て
ほ
し

い
。（
小
島
克
己
・
名
古
屋

市
職
労
）

職職
場
の
声声

名古屋港を海上から
視察－全国一の輸出量
市
労
連
の
参
加
者
を
前
に
あ
い
さ

つ
す
る
真
野
港
職
労
委
員
長

職場実態が交流された臨時・パートの分科会

２
月
２６
日
午
後
、
名
古
屋

市
労
連
の
名
古
屋
港
視
察
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
港
職
労
の

真
野
委
員
長
、
熊
谷

副
委
員
長
の
お
世
話

で
乗
船
。
真
野
委
員

長
は
「
百
聞
は
一
見

に
し
か
ず
、
海
上
か

ら
名
古
屋
港
を
見
て

政
策
に
い
か
し
て
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
そ
の
後
、
名
古
屋
港
管

理
組
合
の
総
務
部
長
か
ら

「
名
古
屋
港
は
日
本
で
一
番

輸
出
量
が
多
く
、
ス
ー
パ
ー

港
湾
構
想
が
課
題
」
と
の
説

明
を
さ
れ
ま
し
た
。
災
害
時

に
海
上
か
ら
指
令
を
出
す
シ

ス
テ
ム
が
あ
り
、
デ
ラ
ッ
ク

ス
な
船
内
や
デ
ッ
キ
か
ら
名

古
屋
港
の
現
状
を
見
学
し
ま

し
た
。

笑いごえがいっぱいの青年部活動の分科会

学
事
労
定
期
大
会

（
２
月
２７
日
）

執
行
委
員
長

篠
田
と
み
子

副
委
員
長

福
島

俊
一

書
記
長

鈴
村

充

書
記
次
長

松
浦

幸
枝

新
役
員
紹
介

２２００００４４年年
県県
本本
部部
組組
織織
集集
会会

厳しい賃金攻撃、
労働条件の悪化が

す

すむもと、労働組
合誕生のとりくみ

が

全国各地で広がっ
ています


